
数学Ⅱ・数学Ｂ
問 題 選 択 方 法

第１問 必 答

第２問 必 答

第３問 �
�
�
�
�
�
�
�

いずれか�問を選択し，

解答しなさい。
第４問

第５問

― ２５ ― （２６０５―２５）



第１問 （必答問題）（配点 ３０）

〔�〕 三角関数の値の大小関係について考えよう。

 x＝
π

� のとき sin x ア sin�xであり，x＝ �
� πのとき

sin x イ sin�xである。

ア ， イ の解答群（同じものを繰り返し選んでもよい。）

� ＜ � ＝ � ＞

（数学Ⅱ・数学Ｂ第１問は次ページに続く。）

（注）この科目には，選択問題があります。（２５ページ参照。）数学Ⅱ・数学Ｂ

― ２６ ― （２６０５―２６）



 sin xと sin�xの値の大小関係を詳しく調べよう。

sin�x－ sin x＝ sin x�� ウ cos x－ エ �
�

であるから，sin�x－ sin x＞�が成り立つことは

「 sin x＞� かつ ウ cos x－ エ ＞�」 …………… 

または

「 sin x＜� かつ ウ cos x－ エ ＜�」 …………… 

が成り立つことと同値である。�≦ x≦�πのとき，が成り立つような x

の値の範囲は

�＜ x＜ π

オ

であり，が成り立つような xの値の範囲は

π＜ x＜
カ

キ
π

である。よって，�≦ x≦�π のとき，sin�x＞ sin xが成り立つような x

の値の範囲は

�＜ x＜ π

オ
， π＜ x＜

カ

キ
π

である。
（数学Ⅱ・数学Ｂ第１問は次ページに続く。）

数学Ⅱ・数学Ｂ

― ２７ ― （２６０５―２７）



 sin�xと sin�xの値の大小関係を調べよう。

三角関数の加法定理を用いると，等式

sin（α＋ β）－ sin（α－ β）＝�cos α sin β …………………… 

が得られる。α＋ β＝�x，α－ β＝�xを満たす α，βに対してを用いる

ことにより，sin�x－ sin�x＞�が成り立つことは

「 cos ク ＞� かつ sin ケ ＞�」…………………… 

または

「 cos ク ＜� かつ sin ケ ＜�」…………………… 

が成り立つことと同値であることがわかる。

�≦ x≦ πのとき，，により，sin�x＞ sin�xが成り立つような x

の値の範囲は

�＜ x＜ π

コ
，

サ

シ
π＜ x＜

ス

セ
π

である。

ク ， ケ の解答群（同じものを繰り返し選んでもよい。）

� � � x � �x 	 �x


 �x � �x 
 �x � x
�

� �
� x � �

� x � �
� x � �

� x

（数学Ⅱ・数学Ｂ第１問は次ページに続く。）

数学Ⅱ・数学Ｂ

― ２８ ― （２６０５―２８）



 ，の考察から，�≦ x≦ πのとき，sin�x＞ sin�x＞ sin�xが成り

立つような xの値の範囲は

π

コ
＜ x＜

π

ソ
，

ス

セ
π＜ x＜

タ

チ
π

であることがわかる。
（数学Ⅱ・数学Ｂ第１問は次ページに続く。）

数学Ⅱ・数学Ｂ

― ２９ ― （２６０５―２９）



〔�〕

 a＞�，a≠�，b＞�のとき，loga b＝ xとおくと， ツ が成り立

つ。

ツ の解答群

� xa＝ b � xb＝ a

� ax＝ b � bx＝ a

	 ab＝ x 
 ba＝ x

 様々な対数の値が有理数か無理数かについて考えよう。

� log５２５＝ テ ，log９２７＝
ト

ナ
であり，どちらも有理数であ

る。

� log２
が有理数と無理数のどちらであるかを考えよう。

log２
が有理数であると仮定すると，log２
＞�であるので，二つの自

然数 p，qを用いて log２
＝
p
q
と表すことができる。このとき，によ

り log２
＝
p
q
は ニ と変形できる。いま，�は偶数であり
は奇数

であるので， ニ を満たす自然数 p，qは存在しない。

したがって，log２
は無理数であることがわかる。

� a，bを�以上の自然数とするとき，�と同様に考えると，「 ヌ な

らば loga bはつねに無理数である」ことがわかる。

（数学Ⅱ・数学Ｂ第１問は次ページに続く。）

数学Ⅱ・数学Ｂ

― ３０ ― （２６０５―３０）



ニ の解答群

� p２＝�q２ � q２＝ p３ � ２q＝３p

� p３＝�q３ � p２＝ q３ 	 ２p＝３q

ヌ の解答群

� aが偶数

� bが偶数

� aが奇数

� bが奇数

� aと bがともに偶数，または aと bがともに奇数

	 aと bのいずれか一方が偶数で，もう一方が奇数

数学Ⅱ・数学Ｂ

― ３１ ― （２６０５―３１）



第２問 （必答問題）（配点 ３０）

〔�〕

 kを正の定数とし，次の�次関数を考える。

f（x）＝ x２（k－ x）

y＝ f（x）のグラフと x軸との共有点の座標は（�，�）と�� ア ，���で

ある。

f（x）の導関数 f′（x）は

f′（x）＝ イウ x２＋ エ kx

である。

x＝ オ のとき，f（x）は極小値 カ をとる。

x＝ キ のとき，f（x）は極大値 ク をとる。

また，�＜ x＜ kの範囲において x＝ キ のとき f（x）は最大となる

ことがわかる。

ア ， オ ～ ク の解答群（同じものを繰り返し選んでもよ

い。）

	 � 
 �
� k � �

� k 
 �
� k

� k � �
� k � －�k２ � �

� k
２

� �
２７
k３ � �

２７
k３ � �

� k
３ � �k３

（数学Ⅱ・数学Ｂ第２問は次ページに続く。）

数学Ⅱ・数学Ｂ

― ３２ ― （２６０５―３２）



すい

 後の図のように底面が半径�の円で高さが１５の円錐に内接する円柱を考

える。円柱の底面の半径と体積をそれぞれ x，Vとする。Vを xの式で表す

と

V＝
ケ

コ
πx２�� サ － x��（�＜ x＜�）

である。の考察より，x＝ シ のとき Vは最大となることがわか

る。Vの最大値は スセソ πである。

15

9

（数学Ⅱ・数学Ｂ第２問は次ページに続く。）

数学Ⅱ・数学Ｂ

― ３３ ― （２６０５―３３）



〔�〕

 定積分 �
�

���
�
�
� x＋�

�
	dxの値は タチツ である。

また，関数
�
１００

x２－
�

 x＋�の不定積分は

���
�
１００

x２－
�

 x＋�

�
	dx＝

�
テトナ

x３－
�
ニヌ

x２＋ ネ x＋ C

である。ただし，Cは積分定数とする。

 ある地域では，毎年�月頃「ソメイヨシノ（桜の種類）の開花予想日」が話題

になる。太郎さんと花子さんは，開花日時を予想する方法の一つに，�月に

入ってからの気温を時間の関数とみて，その関数を積分した値をもとにする

方法があることを知った。ソメイヨシノの開花日時を予想するために，二人

は図�の
時間ごとの気温の折れ線グラフを見ながら，次のように考えるこ

とにした。
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(℃)
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図� 
時間ごとの気温の折れ線グラフ

xの値の範囲を�以上の実数全体として，�月�日午前�時から２４x時間

経った時点を x日後とする。（例えば，１０．３日後は�月１１日午前�時１２分

を表す。）また，x日後の気温を y℃とする。このとき，yは xの関数であ

り，これを y＝ f（x）とおく。ただし，yは負にはならないものとする。

（数学Ⅱ・数学Ｂ第２問は次ページに続く。）

数学Ⅱ・数学Ｂ

― ３４ ― （２６０５―３４）



気温を表す関数 f（x）を用いて二人はソメイヨシノの開花日時を次の設定
で考えることにした。

正の実数 tに対して，f（x）を�から tまで積分した値を S（ t）とす

る。すなわち，S（ t）＝ �
�

�

f（x）dxとする。この S（ t）が４００に到達した

とき，ソメイヨシノが開花する。

設定

設定のもと，太郎さんは気温を表す関数 y＝ f（x）のグラフを図�のよう
に直線とみなしてソメイヨシノの開花日時を考えることにした。
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図� 図�のグラフと，太郎さんが直線とみなした y＝ f（x）のグラフ

� 太郎さんは

f（x）＝
�
� x＋� （x≧�）

として考えた。このとき，ソメイヨシノの開花日時は�月に入ってから
ノ となる。

ノ の解答群

� ３０日後 	 ３５日後 
 ４０日後

� ４５日後 � ５０日後 
 ５５日後

� ６０日後 � ６５日後

（数学Ⅱ・数学Ｂ第２問は次ページに続く。）

数学Ⅱ・数学Ｂ

― ３５ ― （２６０５―３５）



� 太郎さんと花子さんは，�月に入ってから３０日後以降の気温について

話をしている。

太郎：�次関数を用いてソメイヨシノの開花日時を求めてみたよ。

花子：気温の上がり方から考えて，�月に入ってから３０日後以降の

気温を表す関数が�次関数の場合も考えてみようか。

花子さんは気温を表す関数 f（x）を，�≦ x≦３０のときは太郎さんと同

じように

f（x）＝
�
� x＋� ………………………… 

とし，x≧３０のときは

f（x）＝
�
１００

x２－
�
� x＋� ………………………… 

として考えた。なお，x＝３０のときの右辺の値との右辺の値は一

致する。花子さんの考えた式を用いて，ソメイヨシノの開花日時を考えよ

う。より

�
�

��	


�
� x＋�

�
�dx＝ タチツ

であり

�
��

��	


�
１００

x２－
�
� x＋�

�
�dx＝１１５

となることがわかる。

また，x≧３０の範囲において f（x）は増加する。よって

�
��

��

f（x）dx ハ �
��

��

f（x）dx

であることがわかる。以上より，ソメイヨシノの開花日時は�月に入って

から ヒ となる。
（数学Ⅱ・数学Ｂ第２問は次ページに続く。）

数学Ⅱ・数学Ｂ

― ３６ ― （２６０５―３６）



ハ の解答群

� ＜ � ＝ � ＞

ヒ の解答群

� ３０日後より前

� ３０日後

� ３０日後より後，かつ４０日後より前

� ４０日後

� ４０日後より後，かつ５０日後より前

� ５０日後

� ５０日後より後，かつ６０日後より前

	 ６０日後


 ６０日後より後

数学Ⅱ・数学Ｂ

― ３７ ― （２６０５―３７）



第３問 （選択問題）（配点 ２０）

以下の問題を解答するにあたっては，必要に応じて４３ページの正規分布表を用

いてもよい。

 ある生産地で生産されるピーマン全体を母集団とし，この母集団におけるピー

マン�個の重さ（単位は g）を表す確率変数を Xとする。mと σを正の実数と

し，Xは正規分布 N（m，σ２）に従うとする。

� この母集団から�個のピーマンを無作為に抽出したとき，重さがm g以上

である確率 P（X≧m）は

P（X≧m）＝ P��
X－m
σ

≧ ア �
�＝

イ

ウ

である。

� 母集団から無作為に抽出された大きさ nの標本 X１，X２，…，Xnの標本平均

を Xとする。Xの平均（期待値）と標準偏差はそれぞれ

E（X）＝ エ ， σ（X）＝ オ

となる。

n＝４００，標本平均が３０．０g，標本の標準偏差が３．６gのとき，mの信頼度

９０％の信頼区間を次の方針で求めよう。

方針

Zを 標 準 正 規 分 布 N（	，�）に 従 う 確 率 変 数 と し て，

P（－ z０≦ Z≦ z０）＝０．９０１となる z０を正規分布表から求める。この z０を

用いるとmの信頼度９０．１％の信頼区間が求められるが，これを信頼度

９０％の信頼区間とみなして考える。

方針において，z０＝ カ ． キク である。

（数学Ⅱ・数学Ｂ第３問は次ページに続く。）

第３問～第５問は，いずれか２問を選択し，解答しなさい。数学Ⅱ・数学Ｂ

― ３８ ― （２６０５―３８）



一般に，標本の大きさ nが大きいときには，母標準偏差の代わりに，標本

の標準偏差を用いてよいことが知られている。n＝４００は十分に大きいので，

方針に基づくと，mの信頼度９０％の信頼区間は ケ となる。

エ ， オ の解答群（同じものを繰り返し選んでもよい。）

� σ � σ２ � σ

�n
� σ２

n

� m � �m 	 m２ 
 �m

� σ

n
� nσ 
 nm � m

n

ケ については，最も適当なものを，次の�～�のうちから一つ選べ。

� ２８．６≦m≦３１．４ � ２８．７≦m≦３１．３ � ２８．９≦m≦３１．１

� ２９．６≦m≦３０．４ � ２９．７≦m≦３０．３ � ２９．９≦m≦３０．１

（数学Ⅱ・数学Ｂ第３問は次ページに続く。）

数学Ⅱ・数学Ｂ

― ３９ ― （２６０５―３９）



 の確率変数 Xにおいて，m＝３０．０，σ＝３．６とした母集団から無作為に

ピーマンを�個ずつ抽出し，ピーマン�個を�組にしたものを袋に入れていく。

このようにしてピーマン�個を�組にしたものを２５袋作る。その際，�袋ずつ

の重さの分散を小さくするために，次のピーマン分類法を考える。

ピーマン分類法

無作為に抽出したいくつかのピーマンについて，重さが３０．０g以下のと

きを Sサイズ，３０．０gを超えるときは Lサイズと分類する。そして，分類

されたピーマンから Sサイズと Lサイズのピーマンを一つずつ選び，ピー

マン�個を�組とした袋を作る。

� ピーマンを無作為に５０個抽出したとき，ピーマン分類法で２５袋作ることが

できる確率 p０を考えよう。無作為に�個抽出したピーマンが Sサイズである

確率は
コ

サ
である。ピーマンを無作為に５０個抽出したときの Sサイズ

のピーマンの個数を表す確率変数を U０と すると，U０は 二項分布

B
�
�５０，

コ

サ

�
�に従うので

p０＝５０C
シス

×
�
�

コ

サ

�
�
シス

×
�
��－

コ

サ

�
�
５０－ シス

となる。

p０を計算すると，p０＝０．１１２２…となることから，ピーマンを無作為に

５０個抽出したとき，２５袋作ることができる確率は０．１１程度とわかる。

	 ピーマン分類法で２５袋作ることができる確率が０．９５以上となるようなピー

マンの個数を考えよう。
（数学Ⅱ・数学Ｂ第３問は次ページに続く。）

数学Ⅱ・数学Ｂ

― ４０ ― （２６０５―４０）



kを自然数とし，ピーマンを無作為に（５０＋ k）個抽出したとき，Sサイズの

ピーマンの個数を表す確率変数を Ukとす る と ， Uk は 二 項 分 布

B
�
�５０＋ k，

コ

サ

�
�に従う。

（５０＋ k）は 十 分 に 大 き い の で，Ukは 近 似 的 に 正 規 分 布

N�� セ ， ソ �
�に従い，Y＝

Uk－ セ

� ソ
とすると，Yは近似的

に標準正規分布 N（�，�）に従う。
よって，ピーマン分類法で，２５袋作ることができる確率を pkとすると

pk＝ P（２５≦ Uk≦２５＋ k）＝ P
�
�－

タ

�５０＋ k
≦ Y≦

タ

�５０＋ k
�
�

となる。

タ ＝ α，�５０＋ k＝ βとおく。

pk≧０．９５になるような
α

β
について，正規分布表から

α

β
≧１．９６を満た

せばよいことがわかる。ここでは

α

β
≧� ………………………… 

を満たす自然数 kを考えることとする。の両辺は正であるから，α２≧	β２

を満たす最小の kを k０とすると，k０＝ チツ であることがわかる。ただ

し， チツ の計算においては，�５１＝７．１４を用いてもよい。

したがって，少なくとも��５０＋ チツ �
�個のピーマンを抽出しておけば，

ピーマン分類法で２５袋作ることができる確率は０．９５以上となる。

セ ～ タ の解答群（同じものを繰り返し選んでもよい。）


 k � �k � 
k � ５０＋ k
�

� ２５＋ k
� � ２５＋ k � �５０＋ k

� � ５０＋ k
	

（数学Ⅱ・数学Ｂ第３問は４３ページに続く。）

数学Ⅱ・数学Ｂ

― ４１ ― （２６０５―４１）



正 規 分 布 表

y

zz　0O

次の表は，標準正規分布の分布曲線における右図の灰

色部分の面積の値をまとめたものである。

z０ ０．００ ０．０１ ０．０２ ０．０３ ０．０４ ０．０５ ０．０６ ０．０７ ０．０８ ０．０９

０．０ ０．００００ ０．００４０ ０．００８０ ０．０１２０ ０．０１６０ ０．０１９９ ０．０２３９ ０．０２７９ ０．０３１９ ０．０３５９

０．１ ０．０３９８ ０．０４３８ ０．０４７８ ０．０５１７ ０．０５５７ ０．０５９６ ０．０６３６ ０．０６７５ ０．０７１４ ０．０７５３

０．２ ０．０７９３ ０．０８３２ ０．０８７１ ０．０９１０ ０．０９４８ ０．０９８７ ０．１０２６ ０．１０６４ ０．１１０３ ０．１１４１

０．３ ０．１１７９ ０．１２１７ ０．１２５５ ０．１２９３ ０．１３３１ ０．１３６８ ０．１４０６ ０．１４４３ ０．１４８０ ０．１５１７

０．４ ０．１５５４ ０．１５９１ ０．１６２８ ０．１６６４ ０．１７００ ０．１７３６ ０．１７７２ ０．１８０８ ０．１８４４ ０．１８７９

０．５ ０．１９１５ ０．１９５０ ０．１９８５ ０．２０１９ ０．２０５４ ０．２０８８ ０．２１２３ ０．２１５７ ０．２１９０ ０．２２２４

０．６ ０．２２５７ ０．２２９１ ０．２３２４ ０．２３５７ ０．２３８９ ０．２４２２ ０．２４５４ ０．２４８６ ０．２５１７ ０．２５４９

０．７ ０．２５８０ ０．２６１１ ０．２６４２ ０．２６７３ ０．２７０４ ０．２７３４ ０．２７６４ ０．２７９４ ０．２８２３ ０．２８５２

０．８ ０．２８８１ ０．２９１０ ０．２９３９ ０．２９６７ ０．２９９５ ０．３０２３ ０．３０５１ ０．３０７８ ０．３１０６ ０．３１３３

０．９ ０．３１５９ ０．３１８６ ０．３２１２ ０．３２３８ ０．３２６４ ０．３２８９ ０．３３１５ ０．３３４０ ０．３３６５ ０．３３８９

１．０ ０．３４１３ ０．３４３８ ０．３４６１ ０．３４８５ ０．３５０８ ０．３５３１ ０．３５５４ ０．３５７７ ０．３５９９ ０．３６２１

１．１ ０．３６４３ ０．３６６５ ０．３６８６ ０．３７０８ ０．３７２９ ０．３７４９ ０．３７７０ ０．３７９０ ０．３８１０ ０．３８３０

１．２ ０．３８４９ ０．３８６９ ０．３８８８ ０．３９０７ ０．３９２５ ０．３９４４ ０．３９６２ ０．３９８０ ０．３９９７ ０．４０１５

１．３ ０．４０３２ ０．４０４９ ０．４０６６ ０．４０８２ ０．４０９９ ０．４１１５ ０．４１３１ ０．４１４７ ０．４１６２ ０．４１７７

１．４ ０．４１９２ ０．４２０７ ０．４２２２ ０．４２３６ ０．４２５１ ０．４２６５ ０．４２７９ ０．４２９２ ０．４３０６ ０．４３１９

１．５ ０．４３３２ ０．４３４５ ０．４３５７ ０．４３７０ ０．４３８２ ０．４３９４ ０．４４０６ ０．４４１８ ０．４４２９ ０．４４４１

１．６ ０．４４５２ ０．４４６３ ０．４４７４ ０．４４８４ ０．４４９５ ０．４５０５ ０．４５１５ ０．４５２５ ０．４５３５ ０．４５４５

１．７ ０．４５５４ ０．４５６４ ０．４５７３ ０．４５８２ ０．４５９１ ０．４５９９ ０．４６０８ ０．４６１６ ０．４６２５ ０．４６３３

１．８ ０．４６４１ ０．４６４９ ０．４６５６ ０．４６６４ ０．４６７１ ０．４６７８ ０．４６８６ ０．４６９３ ０．４６９９ ０．４７０６

１．９ ０．４７１３ ０．４７１９ ０．４７２６ ０．４７３２ ０．４７３８ ０．４７４４ ０．４７５０ ０．４７５６ ０．４７６１ ０．４７６７

２．０ ０．４７７２ ０．４７７８ ０．４７８３ ０．４７８８ ０．４７９３ ０．４７９８ ０．４８０３ ０．４８０８ ０．４８１２ ０．４８１７

２．１ ０．４８２１ ０．４８２６ ０．４８３０ ０．４８３４ ０．４８３８ ０．４８４２ ０．４８４６ ０．４８５０ ０．４８５４ ０．４８５７

２．２ ０．４８６１ ０．４８６４ ０．４８６８ ０．４８７１ ０．４８７５ ０．４８７８ ０．４８８１ ０．４８８４ ０．４８８７ ０．４８９０

２．３ ０．４８９３ ０．４８９６ ０．４８９８ ０．４９０１ ０．４９０４ ０．４９０６ ０．４９０９ ０．４９１１ ０．４９１３ ０．４９１６

２．４ ０．４９１８ ０．４９２０ ０．４９２２ ０．４９２５ ０．４９２７ ０．４９２９ ０．４９３１ ０．４９３２ ０．４９３４ ０．４９３６

２．５ ０．４９３８ ０．４９４０ ０．４９４１ ０．４９４３ ０．４９４５ ０．４９４６ ０．４９４８ ０．４９４９ ０．４９５１ ０．４９５２

２．６ ０．４９５３ ０．４９５５ ０．４９５６ ０．４９５７ ０．４９５９ ０．４９６０ ０．４９６１ ０．４９６２ ０．４９６３ ０．４９６４

２．７ ０．４９６５ ０．４９６６ ０．４９６７ ０．４９６８ ０．４９６９ ０．４９７０ ０．４９７１ ０．４９７２ ０．４９７３ ０．４９７４

２．８ ０．４９７４ ０．４９７５ ０．４９７６ ０．４９７７ ０．４９７７ ０．４９７８ ０．４９７９ ０．４９７９ ０．４９８０ ０．４９８１

２．９ ０．４９８１ ０．４９８２ ０．４９８２ ０．４９８３ ０．４９８４ ０．４９８４ ０．４９８５ ０．４９８５ ０．４９８６ ０．４９８６

３．０ ０．４９８７ ０．４９８７ ０．４９８７ ０．４９８８ ０．４９８８ ０．４９８９ ０．４９８９ ０．４９８９ ０．４９９０ ０．４９９０

数学Ⅱ・数学Ｂ

― ４３ ― （２６０５―４３）



第４問 （選択問題）（配点 ２０）

花子さんは，毎年の初めに預金口座に一定額の入金をすることにした。この入金

を始める前における花子さんの預金は１０万円である。ここで，預金とは預金口座

にあるお金の額のことである。預金には年利�％で利息がつき，ある年の初めの

預金が x万円であれば，その年の終わりには預金は１．０１x万円となる。次の年の

初めには１．０１x万円に入金額を加えたものが預金となる。

毎年の初めの入金額を p万円とし，n年目の初めの預金を an万円とおく。ただ

し，p＞�とし，nは自然数とする。

例えば，a１＝１０＋ p，a２＝１．０１（１０＋ p）＋ pである。

参考図

(１年目)
１年目の初め １年目の終わり

花子さんの預金の推移

a　1

1.01(10　＋　p　)

1.01{1.01(10　＋　p　)＋　p　}1.01(10　＋　p　)＋　p

…

a　1

10　＋　p

(２年目)
２年目の初め ２年目の終わり

(３年目)
３年目の初め ３年目の終わり

a　2 a　2

p　万円入金

p　万円入金

（数学Ⅱ・数学Ｂ第４問は次ページに続く。）

第３問～第５問は，いずれか２問を選択し，解答しなさい。数学Ⅱ・数学Ｂ

― ４４ ― （２６０５―４４）



 anを求めるために二つの方針で考える。

方針１

n年目の初めの預金と（n＋�）年目の初めの預金との関係に着目して考え

る。

�年目の初めの預金 a３万円について，a３＝ ア である。すべての自然数

nについて

an＋１＝ イ an＋ ウ

が成り立つ。これは

an＋１＋ エ ＝ オ �
�an＋ エ �

�

と変形でき，anを求めることができる。

ア の解答群

� １．０１｛１．０１（１０＋ p）＋ p｝ 	 １．０１｛１．０１（１０＋ p）＋１．０１p｝


 １．０１｛１．０１（１０＋ p）＋ p｝＋ p � １．０１｛１．０１（１０＋ p）＋ p｝＋１．０１p

� １．０１（１０＋ p）＋１．０１p 
 １．０１（１０＋１．０１p）＋１．０１p

イ ～ オ の解答群（同じものを繰り返し選んでもよい。）

� １．０１ 	 １．０１n－１ 
 １．０１n

� p � １００p 
 np

� １００np � １．０１n－１×１００p � １．０１n×１００p

（数学Ⅱ・数学Ｂ第４問は次ページに続く。）

数学Ⅱ・数学Ｂ

― ４５ ― （２６０５―４５）



方針２

もともと預金口座にあった１０万円と毎年の初めに入金した p万円につい

て，n年目の初めにそれぞれがいくらになるかに着目して考える。

もともと預金口座にあった１０万円は，�年目の初めには１０×１．０１万円にな
り，�年目の初めには１０×１．０１２万円になる。同様に考えると n年目の初めに
は１０×１．０１n－１万円になる。

● �年目の初めに入金した p万円は，n年目の初めには p×１．０１
カ
万円になる。

● �年目の初めに入金した p万円は，n年目の初めには p×１．０１
キ
万円になる。…

● n年目の初めに入金した p万円は，n年目の初めには p万円のままである。

これより

an＝１０×１．０１n－１＋ p×１．０１
カ
＋ p×１．０１

キ
＋…＋ p

＝１０×１．０１n－１＋ p �
���

�

１．０１
ク

となることがわかる。ここで，�
���

�

１．０１
ク
＝ ケ となるので，anを求める

ことができる。

カ ， キ の解答群（同じものを繰り返し選んでもよい。）

� n＋� � n � n－� � n－�

ク の解答群

� k＋� � k � k－� � k－�

ケ の解答群

� １００×１．０１n � １００（１．０１n－�）
� １００（１．０１n－１－�） � n＋１．０１n－１－�

	 ０．０１（１０１n－�） 
 n×１．０１n－１

２

（数学Ⅱ・数学Ｂ第４問は次ページに続く。）

数学Ⅱ・数学Ｂ

― ４６ ― （２６０５―４６）



 花子さんは，１０年目の終わりの預金が３０万円以上になるための入金額につい

て考えた。

１０年目の終わりの預金が３０万円以上であることを不等式を用いて表すと

コ ≧３０となる。この不等式を pについて解くと

p≧
サシ － スセ ×１．０１１０

１０１��１．０１
１０－���

となる。したがって，毎年の初めの入金額が例えば１８０００円であれば，１０年目

の終わりの預金が３０万円以上になることがわかる。

コ の解答群

� a１０ � a１０＋ p 	 a１０－ p


 １．０１a１０ � １．０１a１０＋ p � １．０１a１０－ p

（数学Ⅱ・数学Ｂ第４問は次ページに続く。）

数学Ⅱ・数学Ｂ

― ４７ ― （２６０５―４７）



 �年目の入金を始める前における花子さんの預金が１０万円ではなく，１３万円

の場合を考える。すべての自然数 nに対して，この場合の n年目の初めの預金

は an万円よりも ソ 万円多い。なお，年利は�％であり，毎年の初めの入

金額は p万円のままである。

ソ の解答群

� � � １３ � �（n－�）

� �n � １３（n－�） 	 １３n


 ３n � �＋１．０１（n－�） � �×１．０１n－１


 �×１．０１n � １３×１．０１n－１ � １３×１．０１n

数学Ⅱ・数学Ｂ

― ４８ ― （２６０５―４８）



第５問 （選択問題）（配点 ２０）

すい

三角錐 PABCにおいて，辺 BCの中点をMとおく。また，∠PAB＝∠PACと

し，この角度を θとおく。ただし，�°＜ θ＜９０°とする。


��
AMは

��
AM＝

ア

イ

��
AB＋

ウ

エ

��
AC

と表せる。また

��
AP・

��
AB

����AP������AB��
＝

��
AP・

��
AC

����AP������AC��
＝ オ ………………………… 

である。

オ の解答群

� sin θ � cos θ � tan θ

� �
sin θ

� �
cos θ

	 �
tan θ


 sin∠BPC � cos∠BPC � tan∠BPC

 θ＝４５°とし，さらに

����AP��＝
��， ����AB��＝����PB��＝
， ����AC��＝����PC��＝


が成り立つ場合を考える。このとき

��
AP・

��
AB＝

��
AP・

��
AC＝ カ

である。さらに，直線 AM上の点 Dが∠APD＝９０°を満たしているとする。こ

のとき，
��
AD＝ キ

��
AMである。

（数学Ⅱ・数学Ｂ第５問は次ページに続く。）

第３問～第５問は，いずれか２問を選択し，解答しなさい。数学Ⅱ・数学Ｂ

― ５０ ― （２６０５―５０）




��
AQ＝ キ

��
AM

で定まる点を Qとおく。
��
PAと

��
PQが垂直である三角錐 PABCはどのようなもの

かについて考えよう。例えばの場合では，点 Qは点 Dと一致し，
��
PAと

��
PQ

は垂直である。

� ��
PAと

��
PQが垂直であるとき，

��
PQを

��
AB，

��
AC，

��
APを用いて表して考える

と， ク が成り立つ。さらにに注意すると， ク から ケ が

成り立つことがわかる。

したがって，
��
PAと

��
PQが垂直であれば， ケ が成り立つ。逆に，

ケ が成り立てば，
��
PAと

��
PQは垂直である。

ク の解答群

� ��
AP・

��
AB＋

��
AP・

��
AC＝

��
AP・

��
AP

� ��
AP・

��
AB＋

��
AP・

��
AC＝－

��
AP・

��
AP

� ��
AP・

��
AB＋

��
AP・

��
AC＝

��
AB・

��
AC

� ��
AP・

��
AB＋

��
AP・

��
AC＝－

��
AB・

��
AC

� ��
AP・

��
AB＋

��
AP・

��
AC＝�

	 ��
AP・

��
AB－

��
AP・

��
AC＝�

ケ の解答群

� ����AB��＋����AC��＝�
��
��
BC��

� ����AB��＋����AC��＝
����BC��

� ����AB��sin θ＋����AC��sin θ＝����AP��

� ����AB��cos θ＋����AC��cos θ＝����AP��

� ����AB��sin θ＝����AC��sin θ＝
����AP��

	 ����AB��cos θ＝����AC��cos θ＝
����AP��

（数学Ⅱ・数学Ｂ第５問は次ページに続く。）
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� kを正の実数とし

k
��
AP・

��
AB＝

��
AP・

��
AC

が成り立つとする。このとき， コ が成り立つ。

また，点 Bから直線 APに下ろした垂線と直線 APとの交点を B′とし，同

様に点 Cから直線 APに下ろした垂線と直線 APとの交点を C′とする。

このとき，
��
PAと

��
PQが垂直であることは， サ であることと同値であ

る。特に k＝�のとき，��PAと��PQが垂直であることは， シ であること

と同値である。

コ の解答群

� k����AB��＝����AC�� � ����AB��＝ k����AC��

� k����AP��＝����
��
AB�� � k����AP��＝����

��
AC��

サ の解答群

� B′と C′がともに線分 APの中点

� B′と C′が線分 APをそれぞれ（k＋�）：�と�：（k＋�）に内分す

る点

� B′と C′が線分 APをそれぞれ�：（k＋�）と（k＋�）：�に内分す

る点

� B′と C′が線分 APをそれぞれ k：�と�：kに内分する点

	 B′と C′が線分 APをそれぞれ�：kと k：�に内分する点


 B′と C′がともに線分 APを k：�に内分する点

� B′と C′がともに線分 APを�：kに内分する点

（数学Ⅱ・数学Ｂ第５問は次ページに続く。）
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シ の解答群

� �PABと�PACがともに正三角形

� �PABと�PACがそれぞれ∠PBA＝９０°，∠PCA＝９０°を満たす

直角二等辺三角形

� �PABと�PACがそれぞれ BP＝ BA，CP＝ CAを満たす二等辺三

角形

� �PABと�PACが合同

� AP＝ BC
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